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プレスメッセージ

ピルツはSPS IPC Drives 2017でAutomation: Safety
for every dimension（全⾯的な安全）というテーマで
世界初の製品を展⽰します。

オストフィルダン, 06.10.2017 - ニュルンベルクのSPS IPC Drives

2017(会期:　11⽉28⽇∼30⽇)でピルツは動的な安全ソリューションを

使⽤することで、⼈と機械がより接近して作業を⾏い、⽣産性の向上や

エルゴノミクスに配慮された作業空間を実現できる⽅法を紹介します。

世界初の製品として、IP67保護等級の安全PLCコントローラ、PSS67

PLCと位置検出機能付き感圧安全マット、PSENmatも展⽰します。

  

PSS67 PLC: 制御盤外のオートメーション

制御技術の展⽰会SPS IPC Drivesで、ピルツは初のIP67保護等級の安

全PLC、PSS67 PLCを展⽰します。機械的には、このコントローラは

モジュールの電⼦部品が完全に密閉されているため⾮常に堅牢です。機

械に直接取り付けられ、省スペースも実現します。そのため、従来の制

御盤ベースのシステムと⽐べて配線作業が⼤幅に減り、モジュラ式の設

備構造で⾼い柔軟性を発揮します。

位置検出機能付き感圧安全マットPSENmat

今年のSPS IPC Drivesでピルツは感圧安全マットPSENmatを発表し

ます。内蔵の位置検出は新しい機械のオペレーティングコンセプトを実

現する世界初の機能です。たとえば、定義済みの印が付けられたマット

の領域によって、オペレータは内蔵のスイッチ機能を利⽤してハンズフ

リーで作業できます。PSENmatは安全エリア監視と設備や機械の操作

を１つのセンサで実⾏します。感圧センサPSENmatは光条件、汚染、

遮蔽などの厳しい環境条件に最適です。
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２次元安全レーザスキャナPSENscan

安全レーザスキャナPSENscanは２次元のエリア監視を実現します。危

険ゾーンだけでなく、その背後のスペースへのアクセスも保護します。

そのため、危険ゾーン内に⼈がいる間、意図しない再起動を防⽌しま

す。2台の安全レーザスキャナのみで無⼈搬送システム(AGV)がまんべ

んなく保護されます。2次元レーザスキャナが搬送システムの経路にあ

る障害物を検出し、タイミングよくAGVがブレーキをかけられます。

３次元安全カメラシステムSafetyEYE: 新世代

3次元安全カメラシステムSafetyEyeで、アプリケーションへのアクセ

スに⽀障なく、⼈とロボットの作業空間を視覚的に監視します。カメラ

システムはアプリケーションの上⽅に設置されるため、アプリケーショ

ンの全容を常に把握できます。展⽰会で、ピルツはライブビデオサーバ

機能を搭載した最新世代のシステムを発表します。新機能により、警告

および検出ゾーンは遠隔操作でも表⽰できます。

⽣産性向上、エルゴノミクス改善に貢献する動的な安全

ピルツブースでは、動的な安全ソリューションを⽤いた、安全柵のない

⼈とロボットの協働をご覧いただけます。⼈とロボットの協働におい

て、ロボット⾃体に組み込まれていない、ピルツの２次元および３次元

センサで外部から⼈の位置を安全に検出できます。アプリケーションに

よって先述のさまざまな技術やそれらを組み合わせることによって、安

全が確保されます。

「機械の安全性、⽣産性、⼈間⼯学を同時に実現するには、安全が選択

的な動作だけ⾏うことはもはや不可能です。種類豊富なセンサにより、

エリアもゾーンも監視可能になり、ピルツは新しい動的な安全コンセプ

トを提案します。そのため、⼈と機械が安全に作業空間を共有できるよ

うになります」、レナーテ·ピルツ取締役会⾧は今回の展⽰の焦点につい

て語ります。
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Industrie 4.0を体感

柔軟でスマートな⽣産には、設備の⾃⽴型モジュールのインテリジェン

トなネットワークが必要です。ピルツのスマート⼯場を使⽤して、カス

タマイズ製品を⼤量⽣産の条件で、⾼速、柔軟、かつ⾼いコストパ

フォーマンスで⽣産する⽅法を展⽰会で紹介します。構成部品は、セン

サやドライブからコントローラにいたるまですべてピルツ製です。オー

トメーションシステムPSS 4000がピルツのスマート⼯場で制御タスク

を実⾏します。設備全体の制御機能を中央で１つのツールを使⽤してプ

ログラミングするために使⽤できます。その後、これらは各種PLCコン

トローラに簡単に送信されます。時間を短縮し、エラーを防⽌します。

ピルツはホール9、ブース370に出展します。詳細情報:

https://www.pilz.com/de-DE/sps-ipc-drives

  

キャプション: SPS IPC Drives 2017で、ピルツは新製品だけでなく、実際に触れられるスマート
ファクトリーモデルを通して、Industrie 4.0を紹介します。

テキストと画像はwww.pilz.comで検索、ダウンロードできます。プレ

スセンターで関連するインターネットのページを直接開くには、以下の

Webコードをホームページの検索画⾯に⼊⼒してください。: 188202

ãƒšãƒ¼ã‚¸ 3 / 4

http://srv-imp10-prod-back.de.pilz.local/de-INT/sps-ipc-drives/index.html


ピルツのソーシャルネットワーク

ピルツのソーシャルメディアチャネルでは、ピルツと社員の参考情報の

他、オートメーション技術開発に関する最新情報をお知らせします。

https://www.facebook.com/pilzjp

https://twitter.com/Pilz_INT

https://www.youtube.com/user/PilzINT

https://www.linkedin.com/company/pilz

http://ura-pilz.com/

記者向け連絡先

杉原　千砂

マーケティング·コミュニケーショングループ

045 471 2286

mkt@pilz.co.jp

岩永　典⼦

マーケティング·コミュニケーショングループ

045 471 2286

mkt@pilz.co.jp
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